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1．はじめに 

 本発表の目的は，教員養成のための教材を分析することを通して，教材の理念，それを

用いる指導者（教師教育者）に求められる資質・能力を明らかにすることである。また，

その教材を利用した講義のシラバスを分析することで，教材が講義の中で活用されている

か考察していく。本発表では，社会認識教育学会編『地理歴史科教育』（以下，本書と略記）

を分析対象とする。 

 本発表の RQを以下のように設定する。 

 

 

 

 

 

 

2．『地理歴史科教育』の理念 

 構成や内容の分析から明らかになった本書の理念は，大きくは次の 2点である。 

(1)社会認識教育研究の成果から地理歴史科教育の意義を示す。 

(2)地理歴史科の授業を類型化，分析し，それを提示する。 

以下，この 2点について本書の記述から具体的に説明していく。 

※「」内の＜＞は発表者による。 

 

教員養成の指導者＝教師教育者に求められる資質・能力 

社会認識教育学会編『地理歴史科教育』の分析 

RQ1：本書の理念は何か。 

RQ2：本書が育成しようとする教師像はどのようなものか。 

RQ3：本書を活用するために指導者（教師教育者）に求められる資質・能力は何か。 

RQ4：本書は講義の中で活用されているか。 
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(1) 社会認識教育研究の成果から地理歴史科教育の意義を示す。 

 これについて特に現れている部分は，主に資料 2～5である。 

 資料 3から，これまでの教材とは異なり，第 1～4 章で地理歴史科教育の意義・課題，教

育論・実践の歴史，目標論・学力論，内容構成論について述べていることが読み取れる。

これらは地理歴史科教育の本質的な部分であり，資料 2 で示されているように本書では社

会認識教育研究に基づいている。 

本発表では，地理歴史科教育の本質の 1 つであり，本書で最初に述べられている，地理

歴史科を教える意義について明らかにしたい。 

資料 4，5において，「だれもが…（中略）…知っているべきものとして，地理や歴史」1を

教える授業や「客観的な学問研究の成果である地理や歴史」2を教える授業は，地理歴史科

を教える意義が見出しづらいとしている。これに対して，「現代社会の理解に必要な手段と

して，地理や歴史を選択し」3教える授業は，「現行の制度や政策，理念や問題の期限や成立

過程を示せるし，他の国や地域との比較をさせて，自国や自地域の現状を理解させること

ができる」4と教える意義を明らかにしている。この授業以外にも，「将来の社会を作る」5た

めに教える授業についての意義も併記し，地理歴史科を教えることの意義に関する答えが

一つではないことを示している。しかし「このほかにも」6と記述が始まっていること，記

述量が少ないことから，本書の示す意義には該当しないと考える。 

従って，地理歴史科を教えることの意義は，現代社会を分かるためにつまり社会認識の

手段として地理や歴史を選択して教えること，である。 

 

(2)地理歴史科の授業を類型化，分析し，それを提示する。 

 これについて特に現れている部分は，主に別添資料の表 1～3，資料 8～16である。 

 別添資料は第 5 章から第 7 章における第 2 節の具体的な項目を示したものである。日本

史を除き，地理では 3類型 6授業，世界史では 3類型 3授業を提示していることが分かる。 

資料 8～16 を参考にして，授業がどのように分析され，提示されているか見ていく。地

理では，「教科書出版社が地理教科書と対応させて作成している教授資料」7と「経験を積ん

だ教師」8による指導計画を示している。まず指導計画の目標，意図，授業の構成，展開に

ついて説明し，次に指導計画を提示している。世界史では，まず類型・指導計画の特徴が

説明され，次に指導計画の実際を提示し，さらに指導計画の特色として作成段階や課題，

                                                        
1
 『地理歴史科教育』2010，p.3 

2
 同書 p.3 

3
 同書 p.3 

4
 同書 p.5 

5
 同書 p.4 

6
 同書 p.4 

7
 同書 p.46 

8
 同書 p.46 
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意義を述べている。 

これまでの発表の中で，(1)のように地理歴史科の本質に迫りその意義を明確にしようと

した教材，(2)のように授業を類型化，分析し，それを提示した教材はなかった。そのため，

(1)(2)は本書の特徴であり，他の教材にはない本書の理念であると考えられる。 

以上を踏まえ，RQ1に応えたい。 

 

 

 

 

3．『地理歴史科教育』が育成しようとする教師像 

 本書が育成しようとする教師像は，次の 2点であると考えられる。 

(1)地理歴史科教育の意義を説明することができる教師。 

(2)自らの授業を反省的に捉え，改善することができる教師。 

 以下，この 2点について資料を参考にして具体的に説明していく。 

 

(1)地理歴史科教育の意義を説明することができる教師。 

 これについて特に現れている部分は，主に資料 5である。 

 教師は「学習指導要領や教科書」9に依拠するだけではなく，「冒頭の問い＜地理や歴史を

教育することの意義＞に正対し」10，「すでにある答えを参考にして，自らの答えを作り出」
11すことが必要であり，さらに「生徒自身にもその意義を追求する場を与え，なぜ地理や歴

史を学ぶのかに答えることができるよう」12しなければならないとしている。地理歴史科で

は，冒頭の問いに対して授業のなかで答えることが求められており，これにより地理歴史

科は「教師のものであるとともに生徒のものとなる」13と述べられている。 

 このことから，教師には，地理歴史科教育の意義をすでにある答えつまり研究成果を参

考に作り出すこと，生徒にもその意義を追求させること，が求められていると考えられる。

地理歴史科を教師と生徒のものにするためには，生徒に追求させるだけでなく，教師も自

らの作り出した意義を生徒に説明することができなければならない。 

 このため，本書が育成しようとする教師像の 1 つは，地理歴史科教育の意義を説明する

ことができる教師であると考えられる。 

 

(2)自らの授業を反省的に捉え，改善することができる教師。 

これについて特に現れている部分は，主に資料 6，8である。 

                                                        
9
 同書 p.4 

10
 同書 p.4 

11
 同書 p.4 

12
 同書 p.5 

13
 同書 p.5 

RA1：社会認識教育研究の成果から，社会認識のための教育という地理歴史科教育の意

義を示し，授業を類型化，分析し，それを提示することである。 
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教師には「自らの実践を反省的に振り返り，創造的で豊かな実践を生み出していくこと」
14が求められており，「学習指導において…（中略）…適宜発問や作業活動を創造し，実践

していく必要がある」15と述べられている。 

このことから，教師は自らの実践の目的や内容，方法などについて反省的に振り返るこ

とが求められると言える。反省的に振り返る際に必要となることが授業を分析することで

あると考えられる。2で示したように，本書では授業の類型化し，分析したものが提示され

ている。ここから，自らの実践を分析するための示唆が得られる。具体的には，どの類型

に当てはまり，目標は何か，どのような内容を取り扱っていたのか，どのような授業展開

だったのか，課題はどこにあるのか，などである。教師にはこのような分析をもとに，授

業の改善点を見つけ出し，新たに発問や活動を創造し実践していくことが求められている。 

このため，本書が育成しようとする教師像の 1 つは，自らの授業を反省的に捉え，改善

することができる教師であると考えられる。 

 以上を踏まえ，RQ2 に応えたい。 

 

 

 

 

4．指導者（教師教育者）に求められる資質・能力 

 本書を教材として用いる指導者（教師教育者）に求められる資質・能力は，社会科教員

養成の学生に，社会認識教育を踏まえた地理歴史科の本質を捉えさせ，授業を分析する能

力を身につけさせることができる資質・能力である。 

 本書の対象は，資料 8にあるように「教員を志望する学生である」16と考えられる。学生

に育成されるべき能力として，授業を分析する能力，授業を構想する能力，授業を実践す

る能力が挙げられる。2，3 で考察した内容から，本書を用いることで主に授業を分析する

能力を育成することができると言える。授業を分析するためには，なぜこの授業をするの

かという意義や目的を明確にすること，分析の視点や方法を獲得することが必要である。

これらは，本書を読むだけで容易に身につくものではなく，指導者（教師教育者）の存在

が不可欠である。指導者（教師教育者）には，社会認識教育に基づき，資料 3 にあるよう

な，地理歴史科の意義や課題，教育論・実践の歴史，目標論・学力論，内容構成論などを

語ることができ，学生がこれら地理歴史科の本質を踏まえた授業分析ができるように指導

することが求められていると考えられる。 

 

 

                                                        
14

 同書 p.15 
15

 同書 p.46 
16

 同書 p.46 

RA2：地理歴史科教育の意義を説明することができ，それを踏まえて自らの実践を分析

することで反省的に振り返り，改善することができる教師である。 
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 以上を踏まえて，RQ3に応えたい。 

 

 

 

 

5．『地理歴史科教育』を教科書・参考書とするシラバスの分析 

 ここでは，2~4で考察したような特徴のある本書が，講義の中で活用されているか考察し

ていく。方法として，本書を教科書・参考書に指定している講義（必修・選択必修）のシ

ラバスから分析を行う。対象は，札幌大学，専修大学，西九州大学，広島大学，福岡教育

大学，三重大学，（50音順）の 6大学である。 

 6大学のシラバスを整理したものが別添資料の表 4 である。学習目標は，シラバスに記載

されている到達目標などを発表者が要約したものである。講義内容の分類は，指導要領の

読解，授業分析，授業構想，授業実践（模擬授業）の項目で行った。分類の留意点や，除

外した講義内容などについて備考に示した。 

 分析の結果，本書を十分に活用していると考えられる講義とそうでない講義があること，

それには授業者の経歴が大きく関わっていることが明らかになった。 

 講義内容の分類を見ると，授業分析だけではなく授業の構想や実践まで力を入れるタイ

プ（以下タイプ A）と授業構想も行うが授業分析を主とするタイプ（以下タイプ B）に分け

られる。タイプ A には札幌大学（吉嶺茂樹），専修大学（増田純一）が該当する。学習目標

として，目標・内容・方法などの知識や技能の習得など実践力の育成を掲げており，講義

内容として指導要領の読解から実践まで幅広く含んでいるといった点が共通している。一

方で，タイプ B には西九州大学（松尾正幸），広島大学（草原和博），福岡教育大学（小田

泰司），三重大学（永田成文）が該当する。学習目標として，授業分析力や授業構想の視点

の獲得といったことを掲げており，講義内容として地理歴史科の本質を踏まえた授業分析

に力を入れている点が共通している。 

 タイプAとタイプBで講義内容が大きく異なる要因として，授業者の経歴が考えられる。

タイプ A の吉嶺は高等学校の教員であり，増田は経済学を専門としている。2人とも社会科

教育学，特に本書の重要な要素である社会認識教育とは密接な関係にないことが予想され，

本書を教科書としながらも実践力の育成に重点を置いているのではないか。一方で，タイ 

プ B の 4 人（松尾，草原，小田，永田）は広島大学大学院教育学研究科に所属していた経

歴が共通しており，本書の重要な要素である社会認識教育について深く学ぶ機会を得てい

る。このため，本書を教科書として授業分析力の育成に重点を置いているのではないか。 

以上のことから，本書を十分に活用していると考えられる講義は，社会認識教育に深く

関係している授業者による講義だと結論づけられる。これを踏まえて，RQ4 に応えたい。 

 

 

RA3：社会科教員養成の学生に，地理歴史科の本質を踏まえた授業分析ができる能力を

身につけさせることができる資質・能力。 
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6．おわりに 

 本発表では，社会認識教育学会編『地理歴史科教育』の分析を通して，本書の理念や育

成しようとする教師像，指導者（教師教育者）に求められる資質・能力，本書が講義の中

で活用されているかについて考察してきた。 

 本発表の課題を挙げるなら，本書の活用についてシラバスの分析に留まり，実際の講義

内容を比較できていないことである。福岡教育大学（小田泰司）では，本書を用いて地理

歴史科の意義などについての考察，授業類型の特徴の把握，最後に授業構想を実際に行っ

ており，ある程度シラバスに沿った内容であった。しかし，他の講義もシラバスに沿った

内容とは限らない可能性がある。また，本発表では同じタイプと分類したが，実際の講義

を知ることで分類が変化することも予想される。 

 教材が指導者（教師教育者）にどのように使用されているかを把握するためには，公表

されているテキストの分析だけではなく，実際の講義について知ることも重要なことであ

ると考えられる。 
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RA4：本書を十分に活用していると考えられる講義とそうでない講義があり，活用し

ていると考えられる講義は，社会認識教育に深く関係している授業者による講義

である。 


